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我
が
国
５
ヵ
所
目
の

世
界
自
然
遺
産

　
令
和
３
年
７
月
16
日
か
ら
７
月
31
日
に
か

け
て
、
第
44
回
世
界
遺
産
委
員
会
拡
大
会
合

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
７
月

26
日
に
は
、
我
が
国
が
世
界
遺
産
に
推
薦
し

て
い
た
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北

部
及
び
西
表
島
」
の
審
議
が
行
わ
れ
、
世
界

遺
産
一
覧
表
へ
の
記
載
（
世
界
遺
産
へ
の
登

録
）
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
は
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教

育
科
学
文
化
機
関
）
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世

界
遺
産
条
約
」
に
基
づ
い
て
、
人
類
共
通
の

か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
し
て
、
将
来
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
価
値
を
有
す
る

も
の
を
一
覧
表
に
記
載
し
て
保
護
・
保
存
す

る
制
度
で
す
。
世
界
遺
産
に
は「
文
化
遺
産
」、

「
自
然
遺
産
」
及
び
両
方
の
価
値
を
兼
ね
備
え

た
「
複
合
遺
産
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」
は
、
世
界
的
に
貴
重
な
固
有
種
や

絶
滅
危
惧
種
が
数
多
く
生
息
・
生
育
し
て
お

り
、
国
際
的
に
も
希
少
な
固
有
種
に
代
表
さ

れ
る
生
物
多
様
性
保
全
上
重
要
な
地
域
で
あ

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、「
屋
久
島
」、「
白
神
山

地
」、「
知
床
」、「
小
笠
原
諸
島
」
に
続
く
我

が
国
で
５
ヵ
所
目
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

「奄美大島、徳之島、
沖縄島北部及び西表島」の
世界遺産登録が決定！

やんばるの森
（沖縄島北部）

やんばるの森
（沖縄島北部）

浦内川
マングローブ林

（西表島）

浦内川河口の
マングローブ林

（西表島）

ヒカゲヘゴ
（奄美大島）

オキナワ
ウラジロガシ
（徳之島）
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「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、

沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」

の
概
要

　
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」
は
、鹿
児
島
県
の
奄
美
大
島（
１
１
，

６
４
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）と
徳
之
島（
２
，５
１
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
）、沖
縄
県
の
沖
縄
島
北
部（
７
，

７
２
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
西
表
島（
２
０
，

８
２
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
４
つ
の
地
域
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
遺
産
地
域
の
合
計
面
積
は

陸
域
の
約
４
万
３
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の

大
部
分
が
常
緑
広
葉
樹
の
亜
熱
帯
多
雨
林
に

覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
遺
産
地
域
を
含
む
４
地
域（
※
）は
、
日
本
の

国
土
に
占
め
る
割
合
は
僅
か
で
す
が
、
１
，

８
１
９
種
の
維
管
束
植
物
（
日
本
全
体
の

26
％
）、
21
種
の
陸
生
哺
乳
類(

同
19
％)

、

３
９
４
種
の
鳥
類
（
同
62
％
）、
２
６
７
種
の

陸
水
性
魚
類
（
同
68
％
）、
36
種
の
陸
生
爬
虫

類
（
同
50
％
）、
21
種
の
両
生
類
（
同
28
％
）

が
生
息
・
生
育
し
て
お
り
、
日
本
全
体
の
動

植
物
種
数
に
対
し
て
大
き
な
割
合
を
占
め
る

と
と
も
に
、
日
本
の
脊
椎
動
物
に
お
け
る
国

際
的
な
絶
滅
危
惧
種
の
36
％
が
生
息
し
て
お

り
、
多
様
で
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育

す
る
重
要
な
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
種
の
数
や
絶
滅
危
惧
種
が
多
い
だ

け
で
は
な
く
、
１
属
１
種
で
、
世
界
に
近
縁

種
が
い
な
い
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や
、
沖

縄
島
北
部
の
固
有
種
で
あ
る
「
飛
べ
な
い
鳥
」

の
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
、
西
表
島
に
の
み
生
息

す
る
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
な
ど
、
遺
産
地

域
に
生
息
す
る
国
際
的
な
絶
滅
危
惧
種
95
種

の
う
ち
75
種（
79
％
）が
固
有
種
で
あ
る
ほ
か
、

陸
生
哺
乳
類
（
遺
産
地
域
を
含
む
４
地
域
の

種
数
に
占
め
る
固
有
種
の
割
合
62
％
）、
陸
生

爬
虫
類
（
同
64
％
）、
両
生
類
（
同
86
％
）
な

ど
で
は
高
い
固
有
種
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、

世
界
自
然
遺
産
の
「
自
然
景
観
」「
地
形･

地

質
」「
生
態
系
」「
生
物
多
様
性
」
の
４
つ
の

基
準
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
に
合
致

し
、
か
つ
そ
れ
ら
の
適
切
な
保
護
管
理
体
制

が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。「
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」

は
、
上
記
の
よ
う
に
琉
球
列
島
の
中
部
及
び

南
部
の
独
特
で
豊
か
な
生
物
多
様
性
の
生
息

域
内
保
全
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
自
然

の
生
息
地
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
生

物
多
様
性
」
の
基
準
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
国
や
県
、
地
元
市
町
村
や
地
域
の
関

係
団
体
等
に
よ
っ
て
適
切
な
保
護
管
理
体
制

が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
世
界
自
然
遺

産
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

※	

遺
産
地
域
を
含
む
４
地
域
：
世
界
遺
産
地

域
及
び
そ
の
周
辺
地
域
を
含
む
島
ま
た
は

地
域
全
体
と
し
て
の
、奄
美
大
島
、徳
之
島
、

や
ん
ば
る
３
村
（
沖
縄
島
の
最
も
北
に
位

置
す
る
、
国
頭
村
、
大
宜
味
村
、
東
村
の

３
つ
の
村
で
構
成
さ
れ
る
地
域
）、
西
表
島

を
指
す
。

位
置
図（
推
薦
書
よ
り
）

アマミノクロウサギ

ヤンバルクイナ

イリオモテヤマネコ
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登
録
ま
で
の
経
緯

　
林
野
庁
で
は
、
環
境
省
や
鹿
児
島
県
、
沖

縄
県
、
地
元
市
町
村
、
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、

「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西

表
島
」
の
世
界
遺
産
一
覧
表
へ
の
記
載
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
林

野
庁
及
び
環
境
省
は
、
推
薦
地
域
の
生
態
系

の
保
全
の
た
め
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の

設
定
・
拡
張
や
国
立
公
園
の
指
定
・
拡
張
を

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
候
補
地
の
選
定

　
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」
は
、
平
成
15
年
、
林
野
庁
と
環
境

省
が
共
同
し
て
設
置
し
た
「
世
界
自
然
遺
産

候
補
地
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
、
平

成
17
年
と
平
成
23
年
に
そ
れ
ぞ
れ
世
界
自
然

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
知
床
」
と
「
小
笠
原

諸
島
」
と
と
も
に
世
界
自
然
遺
産
の
候
補
地

と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

推
薦
書
の
提
出
～
延
期
勧
告

　

平
成
25
年
５
月
に
、
環
境
省
、
林
野
庁
、

鹿
児
島
県
及
び
沖
縄
県
は
世
界
自
然
遺
産
候

補
地
科
学
委
員
会
を
設
置
し
、「
奄
美
大
島
、

徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」
の
推

薦
地
域
の
特
定
、
推
薦
書
の
検
討
等
を
進
め
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
平

時　　期 内　　容

平成25年	（2013年）１～２月
関係省庁連絡会議において、世界遺産暫定一覧表（暫定リスト）に追
記することを政府として決定
ユネスコ世界遺産センターへ暫定リスト追記申請書提出

平成25年	（2013年）3月 奄美大島及び徳之島：奄美群島森林生態系保護地域の設定

平成25年	（2013年）５月～ 世界自然遺産候補地科学委員会を設置し、推薦地域の特定、推薦書の検
討等を進める

平成28年	（2016年）2月 ユネスコ世界遺産センターへ暫定リスト追記申請書再提出
平成28年	（2016年）3月 西表島：西表島森林生態系保護地域の拡張
平成28年	（2016年）4月15日 西表島：国立公園の大規模拡張（西表石垣国立公園）
平成28年	（2016年）9月15日 沖縄島北部：国立公園の新規指定（やんばる国立公園）
平成29年	（2017年）2月1日 ユネスコ世界遺産センターへ世界遺産推薦書提出
平成29年	（2017年）3月7日 奄美大島及び徳之島：国立公園の新規指定（奄美群島国立公園）
平成29年	（2017年）10月 世界遺産委員会諮問機関（IUCN）による現地調査及び評価

平成29年	（2017年）12月 沖縄島北部：北部訓練場返還地等を対象にやんばる森林生態系保護地
域の設定

平成30年	（2018年）5月 IUCN による延期勧告（→６月１日：推薦書の一旦取り下げ）
平成30年	（2018年）6月 沖縄島北部：北部訓練場返還地を編入による拡張（やんばる国立公園）
平成30年	（2018年）11月 2018 年度の推薦案件が「奄美・沖縄」に決定（官房長官発表）
平成31年	（2019年）1月17日 推薦案件について、世界遺産条約関係省庁連絡会議での確認
平成31年	（2019年）1月22日 推薦案件について、閣議了解
平成31年	（2019年）2月1日 ユネスコ世界遺産センターへの世界遺産推薦書提出
令和元年	（2019年）10月 世界遺産委員会諮問機関（IUCN）による現地調査
令和3年	（2021年）5月10日 IUCN による評価報告書の通知
令和3年	（2021年）7月26日 第 44 回世界遺産委員会拡大会合において登録決定

世界遺産登録までの経緯

成
28
年
２
月
に
暫
定
リ
ス
ト
を
提
出
し
、
平

成
29
年
２
月
に
は
正
式
な
推
薦
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
10
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｕ

Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
に
よ
る
現
地

視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
５
月
、Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
か
ら
、推
薦
地

域
の
連
続
性
に
欠
け
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に

世
界
遺
産
一
覧
表
へ
の「
記
載
を
延
期
」す
る

こ
と
が
適
当
と
勧
告
さ
れ
、こ
れ
を
受
け
、日

本
政
府
は
一
旦
推
薦
書
を
取
り
下
げ
ま
し
た
。

推
薦
書
再
提
出
～
登
録
決
定

　
平
成
30
年
５
月
の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
勧
告
を
踏

ま
え
、
平
成
31
年
２
月
、
日
本
政
府
は
沖
縄

の
北
部
訓
練
場
返
還
地
を
推
薦
地
に
追
加
す

る
な
ど
推
薦
内
容
を
変
更
し
て
再
度
推
薦
書

を
提
出
し
、
同
年
10
月
に
、
再
度
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

の
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」
の
世
界
遺
産
登
録
の
審
議
が
予
定

さ
れ
て
い
た
令
和
２
年
６
～
７
月
の
世
界
遺

産
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
１
年
延
期
と
な
り
、
次
回
会
合
に
審
議

は
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
５
月
10

日
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
か
ら
世
界
遺
産
一
覧
表
へ
の

「
記
載
」
が
適
当
と
の
勧
告
が
あ
り
、
７
月
26

日
に
開
催
さ
れ
た
第
44
回
世
界
遺
産
委
員
会

拡
大
会
合
に
お
い
て
、
遂
に
世
界
遺
産
一
覧

表
へ
の
記
載
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載

す
る
こ
と
と
同
時
に
、
そ
の
生
物
多
様
性
の

保
全
の
た
め
に
、
我
が
国
に
対
し
、
①
適
正

な
観
光
利
用
、
②
交
通
事
故
等
に
よ
る
絶
滅

危
惧
種
へ
の
被
害
防
止
、
③
河
川
再
生
、
④

緩
衝
地
帯
に
お
け
る
森
林
伐
採
の
４
項
目
に

つ
い
て
改
善
を
求
め
る
要
請
も
合
わ
せ
て
決

議
さ
れ
ま
し
た
。
林
野
庁
で
は
、
今
後
と
も

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
本
遺
産
の
適
切
な

保
全
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※緑は林野庁、黄は環境省における対応

「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」の世界遺産登録が決定！
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世
界
自
然
遺
産
に
お
け
る

林
野
庁
の
取
組

　
我
が
国
の
世
界
自
然
遺
産
に
お
い
て
陸
域

の
ほ
と
ん
ど
が
国
有
林
野
で
す
。
そ
こ
で
林

野
庁
が
こ
れ
ら
の
世
界
自
然
遺
産
を
保
護
す

る
た
め
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
で
行
っ
て

い
る
様
々
な
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
保
護
林
」
制
度
に
よ
る

森
林
生
態
系
の
保
護

　
国
有
林
野
に
は
、
原
生
的
な
天
然
林
や
地

域
固
有
の
生
物
群
集
を
有
す
る
森
林
、
希
少

な
野
生
生
物
の
生
育
・
生
息
に
必
要
な
森
林

が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。 

　
林
野
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
森
林
を

適
切
に
保
護
・
管
理
す
る
た
め
、 

大
正
４
年

（
１
９
１
５
年
）
に
発
足
し
た
保
護
林
制
度
に

よ
り
、
全
国
で
約 

97
万
８
千
ha
、
６
６
１
ヵ

所
を
保
護
林
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
林
の
う
ち
、
我
が
国
を
代
表
す
る
原

生
的
な
天
然
林
を
保
護
・
管
理
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
定
す
る
「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」

は
、
世
界
自
然
遺
産
を
保
護
す
る
た
め
の
措

置
の
一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
た「
知
床
」「
白
神
山
地
」「
小
笠
原
諸
島
」

及
び
「
屋
久
島
」
の
遺
産
地
域
に
あ
る
国
有

林
野
の
ほ
と
ん
ど
を
「
森
林
生
態
系
保
護
地

（
約
４
千
ha
）
が
推
薦
区
域
に
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
連
続
性
に
欠
け
る
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
が

中
心
と
な
り
、
返
還
地
の
う
ち
９
割
を
占
め

る
国
有
林
野
３
，
７
５
４
ha
に
つ
い
て
、
当

該
地
域
の
海
岸
域
か
ら
山
頂
部
に
連
な
る
垂

直
的
連
続
性
や
面
的
連
続
性
の
確
保
、
渓
流

域
の
生
物
群
集
へ
の
配
慮
な
ど
を
重
要
な
観

点
と
し
て
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
設
定
範

囲
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
検
討
の
結
果
、

大
部
分
と
な
る
３
，
０
０
７
ha
に
つ
い
て
平

成
29
年
12
月
に
新
た
に
「
や
ん
ば
る
森
林
生

態
系
保
護
地
域
」
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

域
」
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
島
米
軍
北
部
訓
練
場
の
返
還
と

「
や
ん
ば
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」

の
設
定

　
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」
の
地
域
は
、
前
述
の
と
お
り
平
成

29
年
に
も
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指

し
、
推
薦
を
行
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
５

月
に
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
か
ら
出
さ
れ
た
の
は
「
記
載

延
期
勧
告
」
で
し
た
。
そ
の
大
き
な
理
由
の

一
つ
が
、
平
成
28
年
12
月
に
我
が
国
に
返
還

さ
れ
た
沖
縄
島
米
軍
北
部
訓
練
場
の
返
還
地

エコツアーガイドによる入林時の説明の様子

全国の森林生態系保護地域

希少種の生育状況の調査の様子
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平
成
31
年
２
月
に
は
、
こ
の
「
や
ん
ば
る

森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
を
区
域
に
含
め
て

再
度
推
薦
を
行
っ
た
こ
と
が
、「
遺
産
価
値
の

連
続
性
が
確
保
さ
れ
た
」
と
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
認

め
ら
れ
、
今
回
の
登
録
に
つ
な
が
っ
た
大
き

な
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
奄
美
大
島
及
び
徳
之
島
に
つ
い
て

は
平
成
25
年
３
月
に
「
奄
美
群
島
森
林
生
態

系
保
護
地
域
」
を
、
西
表
島
に
つ
い
て
は
平

成
３
年
３
月
に
「
西
表
島
森
林
生
態
系
保
護

地
域
」
を
新
た
に
設
定
し
た
後
、
区
域
を
拡

張
し
つ
つ
、
厳
格
な
保
護
・
管
理
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

希
少
な
野
生
生
物
を
保
護
す
る
取
組

　
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」
を
世
界
遺
産
と
す
る
顕
著
な
普
遍

的
価
値
は
「
生
物
多
様
性
」
で
す
。

　
前
述
し
た
国
際
的
に
も
希
少
な
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
、
イ
リ
オ

モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
な
ど
多
く
の
固
有
種
が
存
在

し
、
こ
れ
ら
希
少
種
が
生
息
す
る
多
様
な
森

林
生
態
系
の
価
値
を
科
学
的
に
証
明
し
た
こ

と
が
世
界
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
林
野
庁
で

は
、
こ
れ
ら
の
希
少
な
野
生
生
物
を
保
護
す

る
た
め
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
い
て
策
定
し

た
森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
希
少
野
生
生
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

生
息
環
境
の
保
全
、
外
来
生
物
の
駆
除
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
希
少
植
物
の
盗
採
掘
や
希
少
動
物

の
車
両
と
の
衝
突
死
の
防
止
の
た
め
、
森
林

管
理
署
の
職
員
が
入
林
さ
れ
る
皆
様
に
注
意

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徳
之
島
で

は
、
森
林
管
理
署
が
地
元
関
係
者
と
、
林
道

を
教
育
・
研
究
や
ガ
イ
ド
付
き
の
エ
コ
ツ
ア
ー

の
た
め
に
利
用
す
る
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、

保
護
と
利
用
の
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
地
元
関
係
市
町
村
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
と
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
、
地
域
の
関
係

者
の
皆
様
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

価
値
あ
る
自
然
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に

　
こ
の
度
世
界
遺
産
に
認
め
ら
れ
た
「
奄
美

大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」

の
貴
重
な
自
然
は
、
地
域
の
方
々
の
生
活
箇

所
と
隣
接
し
た
場
所
で
残
さ
れ
て
き
た
も
の

で
す
。
林
野
庁
で
は
、
人
と
自
然
と
が
共
生

を
図
る
中
で
生
じ
る
様
々
な
課
題
と
今
後
も

真
摯
に
向
き
合
い
、
引
き
続
き
保
護
・
管
理

の
取
組
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産
の
自
然
を
求
め
て
、
今
後
こ
れ

ら
の
島
々
を
多
く
の
皆
様
が
訪
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
世
界
に
誇
る
自
然
遺
産
の
価
値

を
維
持
し
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、

皆
様
お
一
人
お
一
人
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」の世界遺産登録が決定！

やんばる森林生態系保護地域

遺
産
地
域
に
広
が
る
国
有
林
野




